
　
よ
ー
ソ
ロ
！
！

　
　
面
舵
一
杯
！
！

　
空
は
ど
こ
ま
で
も
澄
み
渡

り
青
い
、
そ
し
て
海
の
色
は

紺
碧
に
輝
き
時
々
に
白
い
波

が
立
つ
ほ
か
ど
こ
ま
で
も
何

も
見
え
な
い
、
た
だ
水
平
線

が
地
球
の
丸
い
こ
と
を
教
え

て
く
れ
る
よ
う
に
遠
く
見
え

る
だ
け
で
あ
る
。

　
そ
の
大
海
原
を
４
０
０
余

名
の
青
年
を
乗
せ
、
イ
ギ
リ

ス
船
籍
の
「
コ
ー
ラ
ル
プ
リ

ン
セ
ス
号
」
は
南
の
島
を
め

ざ
す
。
そ
の
先
に
は
未
知
の

国
が
あ
る
。

　
船
上
で
は
若
者
達
と
肩
を

組
み
な
が
ら
坂
井
時
忠
学
長

（
第
40
代
兵
庫
県
知
事
）
は
、

壮
大
な
ロ
マ
ン
と
熱
き
思
い

を
青
年
達
に
語
っ
て
い
た
。

　
「
こ
の
船
上
に
集
う
君
た

ち
、
こ
こ
に
４
０
０
名
の
仲

間
が
い
る
。
志
を
共
に
す
る

友
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
友

情
を
温
め
、
情
熱
を
傾
け
、

共
に
研
鑽
し
、
自
分
を
見
つ

め
人
と
し
て
の
生
き
方
を
さ

ぐ
る
。
そ
こ
に
限
り
な
い
人

生
へ
の
こ
こ
ろ
の
広
が
り
が

得
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。
こ

の
旅
は
自
己
実
現
の
た
め
の

絶
好
の
機
会
で
あ
る
。
共
に

学
ぼ
う
で
は
な
い
か
。
」

　
１
９
７
１
年
（
昭
和
46
年
）

九
月
、
兵
庫
県
青
年
洋
上
大

学
の
幕
開
け
で
あ
る
。

　
４
０
０
名
を
超
え
る
若
者

を
一
同
に
集
め
、
そ
し
て
な

に
よ
り
も
大
型
客
船
を
チ
ャ

ー
タ
ー
し
、
約
１
ヶ
月
間
、

共
に
学
び
、
見
知
ら
ぬ
海
外

の
土
地
を
訪
ね
、
言
葉
も
通

じ
な
い
現
地
の
若
者
と
語
り

合
い
交
流
す
る
。
そ
し
て
そ

こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
地
域

で
、
あ
る
い
は
職
場
で
実
践

す
る
。
そ
の
形
は
自
由
で
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。

　
坂
井
時
忠
学
長
は
第
１
回

兵
庫
県
青
年
洋
上
大
学
の
終

了
式
で
こ
う
言

っ
た
。

　「
私
た
ち
は
、

私
た
ち
の
ふ
る

さ
と
で
あ
る
“

自
然
”
の
海
を

知
っ
た
。
人
類

文
化
に
欠
く
こ

と
の
出
来
な
い

民
族
交
流
の
広

場
で
あ
る
海
を

実
感
し
た
。
今

ま
で
知
ら
な
か

っ
た
若
者
達
と

共

に

汗

を

流

し
、
手
を
握
り

合
い
、
肩
を
抱

き
合
っ
た
。
人

間
愛
は
人
と
し

て
の
成
長
を
求
め
る
仲
間
か

ら
生
ま
れ
、
心
と
心
の
ふ
れ

あ
い
で
育
つ
こ
と
を
知

っ

た
。
そ
の
仲
間
意
識
を
い
つ

ま
で
も
持
ち
続
け
て
ほ

し

い
。
い
ま
、
君
た
ち
は
、
霜

や
雪
に
も
め
げ
ず
青
々
と
伸

び
る
麦
の
芽
の
よ
う
に
、
ま

た
踏
ま
れ
て
も
、
踏
ま
れ
て

も
く
じ
け
な
い
雑
草
の
よ
う

に
、
す
く
す
く
と
た
く
ま
し

く
成
長
し
て
い
る
。
今
後
地

域
で
、
あ
る
い
は
職
場
で
の

様
々
な
活
動
を
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
」

　
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
「
兵

庫
県
青
年
洋
上
大
学
」
、
今

の
青
年
達
に
最
も
求
め
ら
れ

る
人
と
し
て
の
豊
か
な
こ
こ

ろ
を
持
て
る
よ

う
に
な
っ
て
欲

し
い
、
そ
れ
が

こ
の
大
学
の
発

案
者
で
あ
る
坂

井
時
忠
知
事
の

大
き
な
願
い
で

あ
り
、
望
み
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
青
年

洋
上
大
学
の
テ
ー
マ
を
「
こ

こ
ろ
」
と
決
め
た
。

　
坂
井
時
忠
知
事
の
思

い

「
こ
こ
ろ
」
は
そ
の
後
、
貝

原
俊
民
知
事
の
「
こ
こ
ろ
豊

か
な
人
づ
く
り
」
、
井
戸
敏

三
知
事
の
「
未
来
へ
の

期

待
」
、齋
藤
元
彦
知
事
の
「
躍

動
す
る
兵
庫
」
へ
と
50
年
を

経
た
今
日
も
脈
々
と
続
け
ら

れ
て
い
る
。

　
そ
れ
は
、
未
来
を
担
う
青

年
達
の
心
身
共
の
豊
か
な
成

長
と
育
成
が
何
よ
り
も
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

　
ま
た
こ
の
青
年
洋
上
大
学

が
、
青
年
達
に
何
の
結
果
も

成
果
も
求
め
な
い
、
そ
の
活

動
を
強
制
せ
ず
、
あ
く
ま
で

も
彼
ら
自
身
の
研
鑽
と
自
己

充
実
、
そ
し
て
自
主
的
な
活

動
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
に
あ

る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ

う

か
。

　
以
下
、
青
年
洋
上
大
学
の

歩
ん
で
き
た
道
筋
を
お
っ
て

み
る
。

　
希
望
に
満
ち
た
船
出
だ
っ

た
。

　
１
９
７
１
年
（
昭
和
46
年
）

９
月
７
日
（
火
）11
時
45
分
。

神
戸
港
第
四
突
堤
ポ
ー
ト
タ

ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
で
記
念
す
べ

き
開
学
式
。
揃
い
の
帽
子
に

揃
い
の
制
服
、
ネ
ク
タ
イ
に

身
を
包
ん
で
。
坂
井
学
長
、

来
賓
の
祝
辞
で
激
励
を

受

け
、
県
旗
授
与
、学
生
宣
誓
、

花
束
贈
呈
の
あ
と
、
１
５
０

０
人
の
歓
声
に
包
ま
れ
て
“

思
索
と
創
造
の
旅
”
が
始
ま

っ
た
。

　
４
０
１
名
の
若
者
達
と
坂

井
時
忠
知
事
の
熱
き
夢
と
ロ

マ
ン
を
乗
せ
た
イ
ギ
リ
ス
船

籍
「
コ
ー
ラ
ル
プ
リ
ン
セ
ス

号
」
（
１
万
ト
ン
）
は
神
戸

港
か
ら
七
色
の
テ
ー
プ
と
多

く
の
見
送
り
を
受
け
、
遙
か

南
の
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ

ニ
ラ
に
向
け
出
航
し
た
。

　
６
千
海
里
、訪
問
４
カ
国
、

23
日
間
に
わ
た
る
「
第
１
回

兵
庫
県
青
年
洋
上
大
学
」
初

の
航
海
は
大
成
功
の
う
ち
に

終
わ
っ
た
。
そ
し
て
閉
学
式

で
坂
井
学
長
が
学
生
一
人
一

人
を
な
ぞ
ら
え
た
「
一
粒
の

麦
」
は
さ
わ
や
か
に
秋
風
に

乗
っ
て
、
ふ
る
さ
と
へ
散
っ

て
い
っ
た
。
胸
一
杯
に
“
ほ

ん
も
の
の
お
み
や
げ
”
を
も

っ
て
。

　
第
１
回
生
に
「
４
０
１
粒

の
麦
」
と
い
う
言
葉
を
贈
っ

た
以
後
、
坂
井
学
長
は
毎
回
、

学
生
に
「
雑
草
の
よ
う
に
」
、

「
わ
か
た
け
」
、「
地
の
塩
」
、

「
若
獅
子
」
、
「
え
に
し
」
、

「
太
陽
の
子
」
、
「
南
水
北

調
の
ロ
マ
ン
」
、
「
緑
の
若

木
」
、
「
涼
花
」
、
「
大
洋

の
子
」
の
言
葉
を
贈
ら
れ
、

そ
の
年
の
報
告
書
の
タ
イ
ト

ル
と
し
て
使
わ
れ
る
と
と
も

に
参
加
学
生
の
強
い
絆
と
な

っ
て
い
る
。
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学長から贈られた言葉を

タイトルにした報告書

坂井学長を囲む学生達

記念の第１回兵庫県青年洋上大学の出航
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渤
海
の
朝
が
明
け
た
。

　
午
前
５
時
、
潮
風
に
冷
た

く
濡
れ
た
デ
ッ
キ
に
立

つ

と
、
中
国
大
陸
は
も
う
、
す

ぐ
そ
こ
に
あ
っ
た
。

　
昨
夜
来
、
船
の
右
舷
に
点

々
と
島
影
と
灯
火
を
見

た

が
、
こ
こ
は
す
で
に
太
沽
口
、

海
の
色
も
黄
色
く
に
ご
っ
て

き
た
。
ま
も
な
く
近
づ
い
て

き
た
ラ
ン
チ
か
ら
、
税
関
吏

や
赤
い
襟
章
の
解
放
軍
が
乗

り
込
ん
で
き
た
。
い
よ
い
よ

中
国
！
緊
張
と
興
奮
が
胸
を

よ
ぎ
る
。

　
中
国
へ
第
一
歩

　
１
９
７
３
年（
昭
和
48
年
）

９
月
13
日
、
午
前
８
時
。
天

津
新
港
に
着
岸
。

　
船
が
ま
だ
岸
壁
に
着
か
な

い
う
ち
か
ら
、
カ
ネ
や
太
鼓

の
鳴
り
物
入
り
で
華
や
か
な

衣
装
の
中
学
生
た
ち
が
歓
迎

の
踊
り
を
始
め
た
。
高
さ
50

メ
ー
ト
ル
も
あ
る
２
台
の
ク

レ
ー
ン
に
下
げ
ら
れ
た

　
中
日
両
国
人
民
団
結
友
好

万
歳

　
熱
烈
歓
迎
日
本
兵
庫
県
青

年
海
洋
大
学
訪
華
　
　
　
　

の
長
い
ま
っ
赤
な
垂
れ
幕
が

目
に
沁
み
る
。
３
０
０
０
人

に
及
ぶ
歓
声
と
拍
手
の
嵐
。

造
花
を
か
ざ
し
た
踊
り
の
輪

が
渦
を
ま
く
。
踏
み
し
め
る

中
国
の
大
地
に
、
一
歩
一
歩
、

言
い
し
れ
ぬ
感
動
の
瞬
間
で

あ
っ
た
。
あ
あ
中
国
！
つ
い

に
大
陸
に
一
歩
を
印
し
た
の

で
あ
る
。
24
台
の
バ
ス
に
分

乗
し
て
一
路
天
津
市
へ
。
市

内
へ
近
づ
く
に
つ
れ
て
歓
迎

の
人
垣
が
出
来
て
い
た
。「
ニ

イ
ハ
オ
」
「
ニ
イ
ハ
オ
」
せ

い
一
杯
、
歓
声
に
応
え
た
。

通
訳
か
ら
も
「
こ
れ
ほ
ど
の

歓
迎
ぶ
り
は
私
も
初
め
て
見

ま
し
た
。
」
と
驚
か
れ
た
。

　
１
９
７
１
年
（
昭
和
46
年
）

に
始
ま
っ
た
青
年
洋
上
大
学

が
歴
訪
し
た
国
・
地
域
は
フ

ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

香
港
、
台
湾
、
タ
イ
、
マ
レ

ー
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
パ
ラ

オ
、
中
国
、
韓
国
、
モ
ン
ゴ

ル
。
主
な
都
市
は
マ
ニ
ラ
、

セ
ブ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香

港
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、

コ
タ
キ
ナ
バ
ル
、
バ
ン
コ
ク
、

パ
ラ
オ
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
、
ハ

ノ
イ
、
キ
ー
ル
ン
、
ソ
ウ
ル
、

慶
州
、
釜
山
、
ウ
ラ
ン
バ
ー

ト
ル
、
中
国
で
は
北
京
、
上

海
、
天
津
、
広
州
、
南
京
な

ど
主
な
都
市
は
ほ
と
ん
ど
訪

問
し
て
い
る
。
平
成
に
な
り

「
ひ
ょ
う
ご
県
民
交
流
の
船
」

と
の
併
設
事
業
に
な
っ
て
か

ら
は
「
兵
庫
県
青
年
洋
上
大

学
」
は
昭
和
46
年
の
事
業
開

始
以
来
、
そ
の
訪
問
国
、
訪

問
都
市
は
延
べ
２
０
０
ヵ
所

以
上
に
も
及
ん
で
い
る
。

　
使
用
し
た
客
船
も
「
コ
ー

ラ
ル
プ
リ
ン
セ
ス
号
」
「
さ

ん
ふ
ら
わ
ー
７
号
」
「
ニ
ュ

ー
ゆ
ー
と
ぴ
あ
号
」
「
オ
リ

エ
ン
ト
ビ
ー
ナ
ス
号
」
「
ぱ

し
ふ
い
っ
く
ビ
ー
ナ
ス
号
」

「
ふ
じ
丸
」
と
８
０
０
０
ト

ン
級
か
ら
２
万
ト
ン
級
に
大

型
化
し
て
い
っ
た
。
実
施
期

間
も
海
外
コ
ー
ス
で
９
日
間

か
ら
最
長
27
日
間
と
青
年
洋

上
大
学
開
始
当
時
は
20
日
間

以
上
の
日
数
を
要
し
て
い
た

が
、
参
加
者
の
減
少
や
休
暇

の
取
得
困
難
等
で
平
成
に
な

っ
て
か
ら
は
10
日
前
後
の
日

数
と
な
り
、
必
然
的
に
訪
問

は
中
国
中
心
と
な
っ
て

き

た
。
参
加
青
年
も
開
始
以
来

１
０
，
０
０
０
名
以
上
に
膨

れ
あ
が
り
、
そ
の
中
で
、
い

わ
ゆ
る
「
洋
大
カ
ッ
プ
ル
」

と
い
わ
れ
る
青
年
洋
上
大
学

生
同
士
の
結
婚
は
２
５
０
組

に
達
し
て
い
る
。

　
１
９
８
０
年
（
昭
和

55

年
）
、
記
念
す
べ
き
第
10
回

目
を
迎
え
た
青
年
洋
上
大
学

は
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大
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節
目
の
年
と
な

っ
た
。
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れ
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畿
青
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洋
上
大
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ょ
う
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県
民
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船
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タ
ー

ト
の
年
で
も
あ
っ
た
。
後
継

事
業
で
あ
る
「
兵
庫
県
青
年

洋
上
大
学
海
外
養
成
塾
」
は
、

現
在
コ
ロ
ナ
禍
で
休
止
し
て

い
る
。
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０
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「
宮
野
さ
ん
！
私
た
ち
が

経
験
し
た
こ
の
素
晴
ら
し
い

経
験
を
１
回
だ
け
に
終
わ
ら

す
こ
と
な
く
、
青
年
洋
上
大

学
が
来
年
も
継
続
さ
れ
ま
す

よ
う
に
、
青
少
年
育
成
な
ど

の
事
後
活
動
を
県
下
で
展
開

す
る
同
窓
会
を
作
っ
て
も
い

い
で
す
か
？
」

　
「
高
橋
君
！
そ
れ
を
待
っ

て
い
た
ん
だ
！
」
パ
ー
ン
と

宮
野
（
県
青
少
年
局
洋
上
大

学
担
当
）
は
両
手
を
合
わ
せ

て
、
思
い
切
り
た
た
い
た
。

昭
和
46
年
の
冬
で
あ
っ
た
。

　
１
９
７
１
年
（
昭
和

46

年
）
、
「
第
１
回
兵
庫
県
青

年
洋
上
大
学
」
終
了
後
、
４

０
１
名
の
若
者
は
、
青
年
洋

上
大
学
で
学
ん
だ
知
識
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
青
年
活
動
や
、
ふ
れ

あ
い
活
動
の
開
催
、
神
戸
祭

り
へ
の
参
加
、
あ
る
い
は
外

国
青
年
と
の
交
流
な
ど
積
極

的
な
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い

た
が
、
地
域
や
小
人
数
で
の

活
動
を
も
っ
と
大
き
な
活
動

に
し
よ
う
で
は
な
い
か
、
ま

た
後
に
続
く
後
輩
達
へ
の
良

き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の

役
割
を
果
た
せ
な
い
か
、
も

っ
と
果
た
す
べ
き
事
も
あ
る

の
で
は
、
な
ど
の
意
見
が
誰

か
ら
と
も
な
く
出
て
い
た
。

　
そ
の
た
め
に
、
全
県
的
な

組
織
と
し
て
同
窓
会
を
結
成

し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
世
話
人
と
し
て
第

１
回
学
生
で
参
加
し
た
私
は

地
域
代
表
を
招
集
し
規
約
や

そ
の
業
務
、
な
ど
設
立
に
向

け
精
力
的
に
仲
間
を
引
っ
張

っ
て
い
っ
た
。

　
翌
１
９
７
２
年
（
昭
和
４

７
年
）
５
月
27
日
、
晴
天
の

明
石
公
園
内
「
朝
霧
寮
」
に

お
い
て
坂
井
時
忠
学
長
、
は

じ
め
ス
タ
ッ
フ
、
学
生
等
２

０
０
余
名
の
参
加
を
得
て
こ

こ
に
「
兵
庫
県
青
年
洋
上
大

学
同
窓
会
」が
設
立
さ
れ
た
。

　
初
代
同
窓
会
会
長
に
橋
本

真
が
選
ば
れ
た
。
橋
本
会
長

は
力
強
く
「
わ
れ
わ
れ
４
０

１
粒
の
麦
は
地
域
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
ど
ん
ど
ん
成
長
し
て

後
に
続
く
者
た
ち
へ
の
良
き

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
活

動
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
洋

大
生
我
々
ひ
と
り
ひ
と
り
は

小
さ
い
が
、
み
ん
な
の
力
を

集
合
す
れ
ば
き
っ
と
素
晴
ら

し
い
事
が
出
来
る
は
ず
。
と

も
に
頑
張
ろ
う
」
と
今
後
の

活
動
と
結
束
を
約
し
た
。

　
青
年
団
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に
負

け
な
い
青
少
年
育
成
活
動
や

外
国
と
の
交
流
活
動
を
県
下

各
地
や
職
場
で
展
開
、
そ
の

実
績
は
直
ぐ
に
認
め
ら

れ

た
。
昭
和
47
年
に
兵
庫
県
青

少
年
団
体
連
絡
協
議
会
に
加

盟
が
認
め
ら
れ
た
。
同
窓
会

発
足
10
周
年
に
は
「
ひ
ょ
う

ご
県
民
の
船
」
企
画
運
営
に

携
わ
り
、
同
窓
会
単
独
で
「
青

年
洋
上
大
学
同
窓
会
の
船
」

を
企
画
し
て
多
く
の
同
窓
会

員
と
韓
国
へ
渡
っ
た
。
青
年

洋
上
大
学
の
テ
ー
マ
「
こ
こ

ろ
の
像
」
を
県
立
播
磨
中
央

公
園
に
建
立
、
阪
神
淡
路
大

震
災
で
は
同
窓
会
あ
げ
て
の

ボ
ラ
ン
テ
ｨ
ア
活
動
へ
の
積

極
的
な
参
加
な
ど
、
同
窓
会

活
動
は
単
な
る
親
睦
団
体
の

域
を
超
え
、
兵
庫
県
の
青
少

年
団
体
の
中
核
と
し
て
飛
躍

し
て
い
っ
た
。
現
在
は
大
学

生
か
ら
社
会
人
と
多
世
代
に

わ
た
り
会
員
数
も
1
万
人
を

有
し
て
い
る
。
兵
庫
県
の
次

代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
な

育
成
と
国
際
交
流
を
積
極
的

に
行
い
、
21
世
紀
の
兵
庫
の

核
と
な
っ
て
い
る
。

（３）

同窓会が建立した「こころの像」

当時の坂井知事と同窓会役員との懇談
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１
９
７
２
年
（
昭
和
47
年
）

５
月
15
日
、
終
戦
後
27
年
、

沖
縄
に
本
当
の
戦
後
が
や
っ

て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
に
統
治

さ
れ
て
き
た
沖
縄
が
や
っ
と

日
本
に
返
還
さ
れ
た
の
だ
。

　
沖
縄
の
本
土
復
帰
を
目
前

に
し
た
昭
和
47
年
１
月
15
日

の
成
人
の
日
の
つ
ど
い
に
“

沖
縄
に
青
少
年
施
設
を
贈
ろ

う
”
と
同
窓
会
員
を
中
心
に

兵
庫
県
の
若
人
達
が
提
唱
し

て
始
め
ら
れ
た
、
兵
庫
・
沖

縄
友
愛
募
金
運
動
。
募
金
活

動
は
５
０
０
万
県
民
（
当
時
）

の
共
感
と
参
加
を
得
て
急
速

に
全
県
に
ひ
ろ
が
り
を
み
せ

た
。

　
兵
庫
と
沖
縄
と
は
古
く
か

ら
深
い
え
に
し
に
結
ば
れ
て

い
た
。
太
平
洋
戦
争
の
沖
縄

戦
で
は
多
く
の
兵
庫
県
出
身

の
戦
没
者
を
出
し
、
ま
た
、

沖
縄
の
最
後
の
官
選
知
事
は

兵
庫
県
出
身
の
島
田
叡
知
事

で
あ
る
。

　
戦
後
を
通
じ
て
多
く
の
沖

縄
県
人
が
兵
庫
を
第
二
の
故

郷
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い

る
。
沖
縄
と
結
ぶ
海
と
空
の

玄
関
、
神
戸
港
と
伊
丹
空
港

は
兵
庫
県
、
多
く
の
沖
縄
県

民
の
方
が
阪
神
間
に
移
り
住

ま
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
も
あ
り
、
沖
縄
県
と

兵
庫
県
は
深
い
つ
な
が
り
が

で
き
て
い
た
。

　
青
年
洋
上
大
学
で
は
、
沖

縄
を
訪
問
し
た
り
、
沖
縄
の

青
年
が
参
加
し
た
こ
と
も
あ

り
、
日
本
に
復
帰
し
た
沖
縄

の
青
年
達
に
、
同
じ
若
者
と

し
て
何
か
役
に
立
ち
た
い
、

何
か
で
き
る
こ
と
は
な

い

か
、
同
窓
会
の
中
で
声
が
あ

が
り
、
議
論
の
末
、
「
沖
縄

に
体
育
施
設
を
贈
ろ
う
」
と

な
っ
た
。

　
そ
し
て
、
同
窓
会
員
を
中

心
に
、
各
地
域
は
勿
論
、
人

通
り
の
多
い
三
宮
等
で
募
金

活
動
が
は
じ
ま
っ
た
。
彼
ら

の
熱
心
な
活
動
で
１
９
７
３

年
（
昭
和
48
年
）
３
月
31
日

ま
で
に
、
１
億
９
０
９
４
万

余
円
と
い
う
予
想
以
上
の
大

き
な
募
金
が
集
ま
っ
た
。
多

数
の
県
民
の
温
か
い
募

金

に
、
兵
庫
県
と
し
て
も
何
と

か
し
よ
う
と
、
県
か
ら
補
助

金
１
億
５
０
０
０
万
円
が
加

え
ら
れ
、
い
よ
い
よ
施
設
建

設
が
は
じ
め
ら
れ
た
。

　
１
９
７
５
年
（
昭
和
50
年
）

６
月
18
日
、
那
覇
市
奥
武
山

運
動
公
園
内
に
「
沖
縄
・
兵

庫
友
愛
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ

ー
」
が
無
事
竣
工
、
沖
縄
県

に
贈
呈
さ
れ
た
。
当
時
と
し

て
は
画
期
的
な
冷
房
付
き
体

育
館
で
あ
っ
た
。
玄
関
に
は
、

両
県
の
花
「
野
路
菊
」
と
「
デ

イ
ゴ
」
を
ひ
と
つ
の
花
と
し

た
デ
ザ
イ
ン
が
あ
し
ら
わ
れ

て
い
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
後
も
、
沖
縄
の
青
年
と
、

兵
庫
の
青
年
が
毎
年
、
夏
に

は
沖
縄
の
海
で
、
冬
に
は
兵

庫
但
馬
の
山
で
ス
キ
ー
を
し

な
が
ら
互
い
を
理
解
し
、
交

流
す
る
友
愛
活
動
が
始
ま
り

50
年
を
経
た
今
も
続
け
ら
れ

て
い
る
。

　
こ
の
友
愛
活
動
を
契
機
と

し
て
、
沖
縄
の
魅
力
に
引
き

つ
け
ら
れ
て
沖
縄
に
移
り
住

む
若
者
、
ま
た
意
気
投
合
し

て
結
婚
、
兵
庫
の
人
と
な
っ

た
青
年
達
も
数
多
く
い
て
、

兵
庫
・
沖
縄
の
友
愛
が
素
晴

ら
し
い
成
果
を
あ
げ
て
い
る

か
が
よ
く
わ
か
る
。
　

　
こ
こ
３
年
近
く
同
窓
会
活

動
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
諸
に

受
け
て
い
る
。
事
業
中
止
や

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
や
事

業
の
変
更
も
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
活

動
テ
ー
マ
を
「
世
界
を
結
ぶ

明
日
へ
の
航
路
（
み
ち
）
～

新
し
い
生
活
・
活
動
ス
タ
イ

ル
で
」
と
掲
げ
た
。
「
こ
こ

ろ
」
と
「
な
か
ま
」
を
原
点

に
同
窓
会
で
な
け
れ
ば
出
来

な
い
活
動
（
青
少
年
事
業
・

社
会
福
祉
事
業
・
国
際
交
流

事
業
）
を
兵
庫
県
や
兵
庫
県

青
少
年
本
部
と
連
動
し
な
が

ら
各
地
域
で
展
開
し
て

い

る
。
こ
れ
ら
活
動
を
先
導
的

に
計
画
・
実
践
し
て
い
る
大

家
重
明
会
長
と
新
庄
和
文
事

務
局
長
の
長
年
献
身
的
に
同

窓
会
の
基
盤
を
支
え
る
姿
に

は
頭
が
下
が
る
。

　
同
窓
会
は
「
新
し
い
ひ
ょ

う
ご
ス
タ
イ
ル
」
取
り
入
れ

持
続
可
能
な
活
動
で
齋
藤
元

彦
知
事
が
提
唱
す
る
「
躍
動

す
る
兵
庫
」
の
実
現
を
共
に

目
指
し
て
い
る
。

　
１
９
７
１
年
（
昭
和
46
年
）

に
始
ま
っ
た
「
兵
庫
県
青
年

洋
上
大
学
」
、
時
代
や
形
は

多
少
変
わ
り
つ
つ
も
、
そ
の

精
神
は
変
わ
る
こ
と
な
く
青

年
た
ち
は
自
か
ら
の
生
き
る

道
を
求
め
、
明
日
の
夢
を
目

指
し
て
世
界
へ
船
出
を
し
て

い
る
。

　
途
中
、
天
安
門
事
件
、
阪

神
淡
路
大
震
災
、
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
な
ど
で
中
止
の
や
む

な
き
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
実

に
50
年
間
、
営
々
と
続
け
ら

れ
て
い
る
。

　
こ
ん
な
長
期
間
続
け
ら
れ

て
い
る
事
業
は
、
ど
こ
を
見

て
も
例
は
な
く
、
全
国
に
誇

れ
る
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
。

　
そ
れ
は
、
青
年
達
に
豊
か

な
心
を
育
み
、
自
覚
と
責
任

感
を
醸
成
し
て
も
ら
う
こ
と

を
願
い
、
き
っ
と
次
代
を
担

っ
て
い
け
る
青
年
に
成
長
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
か

で
あ
ろ
う
し
、
そ
し
て
そ
の

成
果
も
確
認
し
て
き
た
か
ら

に
他
な
ら
な
い
。

　
ま
さ
し
く
代
々
の
知
事
の

英
断
と
「
兵
庫
の
知
恵
」
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
完
）

（４）

兵庫に沖縄地区を迎えて交流

読谷村でのﾗﾝﾀﾝﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙに出展

読谷村にて45周年記念交流会

友愛スポーツセンターは平成20年に老朽化のため取り壊された
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友愛ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ跡地は現在ｸﾞﾗﾝﾄに


